
 

I令和５年度 学校目標 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

児童・生徒の実態やニーズ
に応じた教育内容を、小学
部から高等部まで系統的に
再編成し、教育課程の改善
を図る。 

①学習指導要領に基づき、

学習単元を整理し、小中高

12 年間及び家庭、地域生活

を考慮した「系統性・連続

性」のある教育課程の編成

を推進する。 

①「系統性・連続性」のあ
る学習単元・授業内容を整
理し、期末に年間指導計画
等を振り返り、次の学期の
計画を見直し、児童・生徒
の連続性のある学びにつな
げる。 

①年間指導計画に「系統
性・連続性」のある授業内
容・学習単元に取り組み、
児童・生徒の連続性の学び
につなげることができた
か。 

②児童・生徒の実態やニー

ズを踏まえ、学びの連続性

や学部間の系統性の視点を

持ち、「身につけさせたい

力」を柱にした教育内容の

改善を進める。 

 

②PDCA サイクルによる授業
改善に取り組み、「身につ
けさせたい力」について、
担任や保護者、関係機関と
共有し、個々の実態やニー
ズに応じた継続性のある授
業実践を進める。 
 

②PDCA サイクルにより授業
改善を行い、児童・生徒
の実態やニーズに合った
教育実践が図れたか。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

主体的に生きる児童・生徒
を目指し、一人ひとりに応
じたきめ細かい指導・支援
を組織的に行う。 

①児童・生徒理解を深め、
保護者や関係機関等と連携
し、個々の実態やニーズに
応じた丁寧な指導・支援を
組織的に行う。 

①個別教育計画の様式の改
訂を行い、作成の過程で保
護者や関係機関等と共通理
解を図る。 

①的確な実態把握から個に
応じたきめ細かい指導・支
援を組織的に行うことがで
きたか。ICT 活用等を工夫
し、「わかる授業」が展開
できたか。 
 

②フォーマルアセスメント

等を活用し、児童・生徒一

人ひとりの実態を客観的に

把握し、「わかる」「でき

た」と実感し、主体的に学

ぶことができる授業を実践

する。 

 

②各学部において適切な時

期にフォーマルアセスメン

トをとり、その結果をケー

スカンファ等にて共有、検

討を行い、保護者や関係機

関と連携し、個々のニーズ

に応じた効果的な指導・支

援を行う。 

②ケースカンファを計画的
に行い、フォーマルアセス
メントの結果に基づいた児
童・生徒が主体的に学ぶこ
とのできる授業実践を行う
ことができたか。 

３ 
進路指導 

・ 
支援 

児童・生徒が地域で豊かに
生きていくために、本人及
び保護者のニーズに応じた
キャリア教育を行う。 

①キャリアパスポートを活
用し、「できた」という成
功体験を積み重ね、次のス
テージへ児童・生徒が自信
をもって取り組めるキャリ
ア教育を実践する。 

①ライフステージに沿った
指導・支援になるようスモ
ールステップで成功体験を
積み重ね、各学部でキャリ
アパスポートを作成、活用
し、保護者と共有する。 

①成功体験を積み重ね、児
童・生徒が自信をもって活
動に取り組めることができ
たか。キャリアパスポート
を活用し保護者と共有する
ことができたか。 

②地域や関係機関と連携を
図りながら、児童・生徒や
保護者が卒業後の生活がイ
メージできるよう情報やニ
ーズに応える情報を提供す
る。 
 

②進路説明会や個人面談、
タウンミーティング、公開
講座を活用し、進路や卒業
後の生活に関する情報を発
信する。 

②児童・生徒、保護者に対
して、卒業後の生活に関す
る情報を十分に提供するこ
とができたか。 

４ 地域等との協働 

共生社会の実現に向け、地
域との相互資源活用や理解
推進に取り組む。 
インクルーシブ教育実践推
進校と連携し、支援・推進
する。 

①地域の学校との交流及び
共同学習の定着を進め、校
内外の資源を相互に活用し
た学習を展開し、相互の理
解推進を図る。 

①各学部の実態に応じた交
流及び共同学習を実現可能
な方法で計画し、地域の学
校や関係機関と連携して取
り組む。本校の教育活動を
Twitter や HP、学校だより
等で地域へ幅広く発信す
る。 
 

①実態に応じた交流及び共

同学習を実施することがで

きたか。また、本校の教育

活動をインターネット等活

用し、地域へ幅広く発信す

ることができたか。 

 

② セ ン タ ー 的 機 能 を 発 揮
し、地域との連携を含め、
インクルーシブ教育の推進
を図り、地域の学校等と協
働した取り組みを進める。 

②居住地交流、学校間交流
や校外活動を通して、教職
員一人ひとりがセンター的
機能の役割を果たし、地域
の学校等のニーズを把握
し、関係部署と連携し、組
織的に支援を行う。 
 

②全教職員がセンター的機

能を理解して役割を果たす

ことができたか。組織的な

支援体制を整えることがで

きたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

安心・安全な学校であるた
めの体制の整備を進める。 
働き方改革を進めるととも
に、人権を大切にした「支
え合い・学び合い」の職場
づくりを推進する。 

①学校安全計画に基づき、
児童・生徒の安心・安全な
教育環境の整備、安全教育
等に組織的、継続的に取り
組む。 

①教職員が校内で作成され
たマニュアルを実用的なも
のになっているか訓練毎に
点検し、教育環境の整備や
マニュアル改善を行う。児
童生徒に安全教育を計画的
に実施し、自分を守る力を
つける。 
 

①訓練や実用時にマニュア
ルを的確に活用し、安心安
全な教育環境の整備や実用
的なマニュアル改善が行え
たか。安全教育が適切に行
われ、児童生徒が自分を守
る力をつけることができた
か。 

②教職員の人権意識等の向
上を図り、教職員一人ひと
りが共生社会の一員である
ことを自覚し、児童・生徒
の思いに寄り添い、他者と
の対話を重視し支え合う教
育活動を実践する。 

②学部単位や学校全体での
人権研修、不祥事防止研修
を実施し、互いの人権意識
や同僚性の向上を推進す
る。人権を大切にする表現
の一つとして、児童・生徒
間や教職員で「さん」づけ
で呼び合えるよう推奨し、
定着を図る。 
 

②研修会を通して、互いの
人権意識や同僚性の向上が
図れたか。「さん」づけで
呼び合うこと意識し、定着
することができたか。 

 


